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研究成果の概要（和文）：　本プロジェクトは、防災教育目標と教科等の枠組みに授業資料を蓄積した防災教育データ
ベースを構築し提供する。学校教員がこれを利用し異なる教科で連携して防災教育実践に取り組むことが期待される。
また、そうした授業例を企画、実施し、発表した。さらに、防災教育実践を評価するコンピュータプログラムを開発し
た。これは特定の授業に対する児童生徒のGood-Bad評定値から評価グレード（S,A,B,C）を判定し出力できる。本研究
プロジェクトのＨＰにて無償でダウンロードできる。

研究成果の概要（英文）： We supplied a web database system in which documents on disaster prevention 
education were stored and organized based on educational objectives, subjects, grades, and other aspects. 
We assumed the system to help school teachers cooperate in order to design cross-subject learning 
environments for disaster prevention. In fact, we designed and carried out such practices as a 
demonstration. We also developed an evaluation system which estimates each achievement standard of 
students participating in a practice for the said disaster education on a scale of S, A, B, or C by 
utilizing their self-rated answers for some good-or-bad questions. These systems are freely available on 
the website of the project.

研究分野： 教育心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 1998 年に文部科学省より配布された『「生
きる力」をはぐくむ防災教育の展開』を皮切
りに学校現場では幾多の実践が積み上げら
れてきた。また、2006 年に国立教育政策研
究所が防災教育のためのカリキュラム開発
の指針・事例、教材資料を刊行し、兵庫県、
神戸市、静岡県など各教育委員会も独自の副
読本を刊行する等、教育関係機関からの取り
組みも盛んである 。 
 ただ、今日までの防災教育の実践は、特定
の知識・訓練を取り上げた単独の実践や単一
教科内の学習事項に関連づけた実践という
例がほとんどである。すなわち、総合的な学
習、特別活動、学校行事（避難訓練のような）
において防災関連の内容を単独で取り扱う
か、あるいは防災に関する内容を理科、社会
科、技術・家庭科、保健体育科など単一教科
の学習事項として取り扱うか、いずれかの事
例が大部分を占めているという現状にある。 
 しかし、児童生徒が身につけるべきは、そ
うした防災に関する単独の内容や単一科目
内の修得に止まるものではなく、それらの学
修成果の統合の上に成り立つ全人的な能力、
態度、社会性であることは論をまたない。つ
まり、防災教育の実践は、複数教科の連携に
より共同で創造される実践、いわば「共創型」
実践として取り組まれる必要がある。 
 
２．研究の目的 
 防災教育を教科連携的・共創型実践として
構想するためには、防災教育における統合的
な目標構造が明らかにされ、それに至る各教
科の下位目標の寄与が明確化されなければ
ならない。 
 そこで、本研究は、(a) 防災教育実践の教
科間連携を可能にする方法と道具を開発し、
(b) この教科間連携の観点からこれまでの各
教科の実践例を系統し、それにより、(c) 教
科連携的・共創型実践としてのモデル授業を
開発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 研究全体は３段階に分かれて実施された。 
 第１段階では、防災教育のこれまでの実践
事例を収集し、データベースを構築すること
にした。また、このデータベースを利用する
者が効率的にデータを検索・参照できる機能
を開発し、実装することにした。 
 第２段階では、収集した実践事例等から目
標を析出し、それらの意味内容の分析より統
合化・階層化した防災教育目標タクソノミー
（分類体系）を構成することにした。これと
同時並行して、当該タクソノミーと教科を２
次元とした防災教育目標‐教科マトリクス
を構築することにした。 
 第３段階では、この目標‐教科マトリクス
に基づいて複数教科の連携による共創型授
業実践を構想・実施し、その結果と評価によ
り当該マトリクスを検証、改善し、バージョ

ンアップを図った。 
 
４．研究成果 
（１）防災教育目標タクソノミー 
 約１千件の防災教育目標のプロトコルか
ら、類似の内容を除いた 771 個の単文を抽出
し、これを効率的に分類するカテゴリーを探
索した。 
 その結果、最終的に、各単文において目標
とされている児童生徒の能力・資質として
「知識・判断」「技術・方法」「意欲・態度」
の３つの領域を設定することにした。これは
児童生徒の適性として一般に区別されてい
る知識領域、技能領域、情意領域に対応する。 
 また、各単文においてこれらの能力・資質
の修得がどこまで目標とされているかとい
う観点から、「理解・形成」「応用・生産」「実
践・実施」の３つの修得段階を設定すること
にした。これは児童生徒個人における能力・
資質の発生、その利用、そして現実場面への
適用という発展的順序を想定している（もち
ろん授業の進行は逆順も可であり順序の入
れ替えは指導方針により任意である）。 
 以上、児童生徒の能力・資質に関する目標
カテゴリと、その修得段階に関する目標カテ
ゴリを階層化し、『防災教育目標タクソノミ
ー』（以下、タクソノミー）を構築した（表
１における左２列参照）。 
 
（２）防災教育目標‐教科マトリクス 
 このタクソノミーをタテに置き、各教科、
道徳、総合的学習、避難訓練などを含む学校
行事等（以下、教科）をヨコに並べて、行列
に組み合わせたものが、表１に示した『防災
教育目標‐教科マトリクス』（以下、マトリ
クス）であり、各教科における実践事例を、
目標階層により整理し保存するための分類
枠（セル）を与える。 
 
表１ 防災教育目標‐教科マトリクス 
↓教育目標タクソノミー↓ ┌教科等… 

能力・資質 修得段階 国 社 … 

知識・判断 

理解・形成 ★   

応用・生産    

実践・実地    

技術・方法 

理解・形成    

応用・生産    

実践・実地    

意欲・態度 

理解・形成    

応用・生産    

実践・実地    

 
（注）★印で示したセル内に該当する実践事例 
の情報が蓄積される。他のセルも同様。 
 



 なお、表１のマトリクスは、それぞれの実
践事例が扱う単元・内容の別により複数枚を
用意することになる。 
 本研究プロジェクトでは、そうした単元・
内容を「心身・材料」「家庭や地域」「災害・
自然」の３種類に分けた。バリエーションと
してマトリクス表の枚数は増えるが、「心身」
と「材料」を分け「家庭や地域」「災害・自
然」の４枚を作成することも一案である。 
 
（３）防災教育データベース 
 既存の実践事例や研究論文を中心に防災
教育に関係した資料・情報等を収集・蓄積し、
これを『防災教育データベース』（以下、防
災教育ＤＢ）として Web 上に公開した（→
http://www.mura-lab.info/prevention/）。
この防災教育ＤＢにおいて特に実践事例は、
次の定型の事項により記述されている。 
 
 ・教科、学年、単元、実践校・実践者 
 ・共創型目標 
 ・授業のねらい 
 ・解説（授業の流れ、授業展開の工夫、使

用教材等） 
 
 上記の「共創型目標」は、上述のタクソノ
ミーの目標カテゴリが記載されるか、または
一つの教科に特定されない教科横断的また
は教科連携的な趣旨の目標文が記載される。 
 当の実践事例で使われた実際の教材や授
業案等の資料が入手されている場合は、pdf 
ファイル等へのリンクがあり、ダウンロード
が可能である。 
 この防災教育ＤＢは、データ（実践事例）
の検索方法をいくつか備えている。一つは、
上述したマトリクスからの検索である。教育
目標や教科が決まっているときには、それが
スムーズである。 
 もう一つは、単語からの検索である。各デ
ータには「地滑り」「地震」「防災マップ」「マ
ニュアル」「避難」「e-learning」など、その
データが含んでいるテキスト中の単語がタ
グ（札）として付けられている。このタグの
リストから、ユーザーが関心のあるタグをク
リックするだけで、そのタグをもつデータが
表示される。 
 そのほかにも、学校種、学年、教科名、そ
の他のカテゴリからも検索可能である。 
 加えて、この防災教育ＤＢの大きな特徴は、
レコメンド（推奨）機能をもつことである。
たとえば、ユーザーが１件のデータを検索し
表示させると、それと類似したデータを「お
勧め実践情報」としてリストアップする。こ
れは、それぞれのデータに含まれているテキ
ストの類似度を分析し、類似度の高いものか
ら表示する機能である。ビジュアルな出力と
して「レコメンド情報マップ」という図式も
表示できるので、検索したデータとの類似度
（近さ）が一目でわかる（図１参照）。 
 

図１ レコメンド情報マップ 
 
 上図の円の中心点が、ユーザーの検索した
データ（実践事例）である。周辺のドット１
個は類似したデータ１件に相当する。中心点
に近いほど類似していることを示す。１個の
ドットをクリックすると、その実践事例を直
接に表示する。こうしてユーザーは、自分の
希望に沿った検索を進めることができる。 
 
（４）統計的評価プログラム 
 防災教育の授業実践を評価する統計的評
価プログラム（コンピュータソフトウェア）
を開発し、公開している。この評価プログラ
ムは希望者が自由に入手できるように、上記
のＤＢサイトから当該プログラムのダウン
ロードサイトへリンクを張っている（→
http://www.schooleye.jp/shinshu-u/downl
oad.html）。 
 この評価プログラムは、ある授業に対する
子どもたちの「よい」または「よくない」の
回答を分析する。子どもたち全体の 80％以上
が「よい」と回答したら、その授業が成功し
たとすると（授業の目標基準＝「よい」80％）、
この目標基準に基づいて統計的にその授業
の成功の程度をグレード（Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ）
として判定する。各グレードの意味は次の通
りである。 
 
 Ｓ：目標基準を上回っている 
 Ａ：目標基準に十分に達している 
 Ｂ：目標基準に達した範囲内である 
 Ｃ：目標基準に達していない 
 
 たとえば、目標基準 80％としたときに実際
の回答が「よい」75％だったら、どう評価し
たらよいのかについて、従来、その評価を一
義的に決着させる方法はなかった。この問題
を本評価プログラムは、統計的に母比率 80％
から 75％標本がどの程度出現するのかを判
定して決着を図った。もちろん、目標基準は
可変であり、ユーザーは任意に設定すること



ができる。しかし、目標基準が変わっても、
各グレードを判定する基準は恒常的で変わ
らない点が、本評価プログラムが採用した統
計的方法のメリットである。 
 
（５）教科連携的モデル授業の実践事例 
 本研究プロジェクトの最終目標は、防災教
育における教科横断的・教科連携的授業、す
なわち「共創型」授業の構想と実践である。 
これら「共創型」授業実践の基盤として、ま
ず児童生徒の安全を守る学校づくりと、自ら
身を守り行動できる児童生徒の育成という
学校防災の基礎がある。前者は避難訓練や校
内点検であり、後者は授業を通じた児童生徒
への教育、特に総合学習の時間を活用した災
害への備えを学ぶことにある。これらは発災
時から変化する状況にいかに対応するか、ま
たどんな準備が必要かを考え時系列的に行
動、準備する力を育成することを避けて通れ
ない。従ってこれら防災の基礎的な考える力
を総合学習や避難訓練を通じて学び、これを
横串として、さらに各教科での取組について、
単元での目標や成果などを整理したマトリ
クスを作成し、指導計画を比較しながら、実
施時期の近い授業を合わせて行うことで、相
乗効果をねらうと共に、各教科ではなく全教
科での授業をトータルして防災に必要な知
識や能力などを育成するカリキュラムを考
え、結果として児童生徒の防災力を向上させ
ることを目指している。 
そうしたモデル授業の実例と実践結果は、

本研究プロジェクトに参加した教科教育系
の研究者により、個々の研究成果として公表
してきた。 
 分かり易い事例としては、例えば理科で地
震や津波のメカニズムを学ぶ時期に合わせ
て、算数で津波の速さを計算させるような取
組からはじまり、さらに典型的なモデル授業
は、同一の生徒たちのクラスにおいて総合的
学習を基礎としてこれをサポートする複数
の教科（社会科、家庭科、技術科等）が防災
教育に関連する材料（災害の特性と地図、非
常持ち出し袋、防災グッズ）を用いた授業を、
「安全な避難」という統一的テーマの下に展
開するような事例である。 
 本研究プロジェクトが意図したことは、こ
のような教科連携的モデルの構想を、前出の
マトリクスにより援助することである。この
モデル授業は、防災マップの作成、非常持ち
出し袋の制作、防災グッズの点検と使用に関
する知識・判断の育成を主要な目標とする。
そこで、マトリクスのタテの行における「知
識・判断」の「応用・生産」を選び、そこか
ら右へ教科の列を見てゆけば、上述の３教科
の事例のほかに、他教科の事例の情報をも入
手することができる。 
 こうした防災教育モデル授業を、本研究プ
ロジェクトは、各教科において構想・実施し、
その情報を公開し、また防災教育ＤＢにおい
て事例として提供している（各事例は「５．
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